
９月定例市議会はジーンズ議会で、久しぶりに議

会のトップバッターで質問に立ち、大勢の方々が傍

聴にお越しくださり、勇気・元気をいただきました。

１、倉敷市内の就労支援Ａ型事業所について

＊元利用者の就職者数など現在の状況について

＊相談支援事業所、Ａ型事業所への指導の在り方

＊再発防止に向けた対策について

＊今回の原因をどのように受け止めているか

＊実地指導体制の強化について

２、西阿知小学校・西阿知幼稚園について

＊計画変更の経緯について（社会増の考え方）

＊どのような校舎・園舎になるのか

＊幼稚園の3歳児受け入れについて

＊学童保育について

３、子どもの貧困対策について

＊カンザスシティ市の視察から見えてきたもの

＊倉敷市社会福祉士会の皆さんとの意見交換から

見えてきたもの

①倉敷市の現況、見守り体制について

②子ども食堂への支援について

③社会福祉士の活用について

以上3項目について質問しました。

Ａ型事業所の解雇などの再発防止策については、

今後は、廃止届を受理する場合は、利用者の再就職

先のリストなどの添付や事前相談をかけることを指

導していくこと。離職された方々が、再就職先をみ

つけ、安心した生活を取り戻していただけるよう、

その人その人に合った支援こそが、寄り添った支援

につながるものと考えるので、最後まで支えていく

という力強い答弁でした。今後も注視していきたい

と思っています。

未来クラブとして平成３０年度重点要望10項目を伊東

市長に提出し、その思いを伝えさせていただきました。

今回新たに、子どもの貧困対策の中で、児童扶養手当の

毎月支給や就学援助費の支給時期の前倒しを求めました。
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≪ブログ・facebookを毎日更新しています。≫

子どもの貧困に関してのご意見をお聞かせください。

≪街頭演説をする周子≫

≪ジーンズ姿で重点要望を提出≫

≪ドローンの視察≫


